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§１．研究開発実施体制  

 

（１）「吉崎」グループ（国立大学法人東京海洋大学） 

① 研究開発代表者：吉崎 悟朗 （国立大学法人東京海洋大学学術研究院、教授） 

② 研究項目 

<育種期間の短縮を目指した世代時間の短縮> 

・ゼロ歳魚成熟サバの繁殖特性の解析：サバのゼロ歳魚成熟過程における性ホルモン

の解析 

<不妊魚の大量生産> 

・ニジマス生殖腺体細胞で特異的に発現する遺伝子の探索 

 

（２）「菊池」グループ（国立大学法人東京大学） 

① 主たる共同研究者：菊池 潔 （国立大学法人東京大学大学院農学生命科学研究科、教授） 

② 研究項目 

<ゲノム情報を駆使した魚類育種> 

・低魚粉飼料の探索 

・低魚粉耐性関連生理要因の抽出 

・高効率表現型取得法の確立 

 

（３）「吉川」グループ（長崎県総合水産試験場） 

①主たる共同研究者：吉川 壮太 （長崎県総合水産試験場種苗量産技術開発センター、 

主任研究員） 

②研究項目 

<ゲノム情報を駆使した魚類育種> 

・低魚粉飼料の探索 

・高効率表現型取得法の確立 

・解析集団の作出と飼育 

 

§２．研究開発実施の概要  

 育種期間の短縮を目指した世代時間の短縮について、世代時間を大幅に短縮可能なゼロ歳魚

成熟誘導に必要なマサバの内分泌条件について解析した。その結果、ゼロ歳魚成熟魚では、

FSH やアンドロゲン等のリガンドの増加が精子形成を誘導している可能性が示唆された。さらに、

ゼロ歳魚成熟魚では GTH やアンドロゲンといったリガンドの量が少ないために、1 歳魚と比較して

精子生産量が少ない可能性が示唆された。 

また、ゲノム情報を駆使した魚類育種について、「総合指数ゲノミックセレクション法」により低魚

粉飼料でも高成長で耐病性に優れるという二つの形質を同時に選抜する技術の確立を目指した。
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トラフグ 1,000個体をヘテロボツリウム症への感染試験に付して GWASによる SNP効果の推定と

GBLUP法による遺伝的能力の予測を試みた。その結果、両形質に関しては SNP多型の共有率

を利用したゲノミックセレクションによる選抜法が有効であることが示された。一方、体サイズとヘテ

ロボツリウム症耐性との間には負の遺伝相関があることが示された。そこで、両形質を同時に改良

できる手法として新規の総合指数選抜法を考案し、シミュレーションによる性能評価を行ったところ、

総合指数選抜法では期待通りに両形質が同時に改良されており、その有効性が示された。 

さらに、不妊魚の大量生産を最終目標として、生殖腺体細胞で特異的に発現する標的遺伝子 7

種類をノックアウトした場合に、当該個体が不妊になるのかを検証するため、各遺伝子のノックアウ

トニジマスの作出を試みた。この際に、メラニンの形成過程で重要な役割を果たすｓｌc45に対するｇ

RNA を同時に注入することで、体色の白化を指標に顕微注入が成功していることを確認した。い

ずれの遺伝子を導入した実験区においても 26~113 匹が正常に生残しており、体色が白化し

た個体を観察することができたことから、生殖腺体細胞で発現する各種遺伝子もノックア

ウトできていることが期待される。 

 

 


